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歯周炎の発症は加齢と共に高まるが，高齢者の歯肉縁下プラークバイオフィルム微生物叢の構成については
不明な点が多い。
以前の我々の報告で，歯肉縁下プラークバイオフィルム微生物叢における Porphyromonas gingivalis, 
Tannerel1a forsythia ， およびEubacterium saphenum の構成割合と，歯周炎の病態が相関することが明らかになっ
た。そこで本研究では，高齢者の歯肉縁下プラーク中における，それら 3 菌種の定量解析を行った。また， 2 
年間の追跡調査を行い，高齢者の歯肉縁下において P. gingivalis が継続的に検出されるか検討した。さらに，
P. gingivalis については，その歯周病原性との関連が指摘されている線毛の fimA 遺伝子型を同定し，歯周炎と
の関連について検討した。
その結果，以下のことが明らかになった。①高齢者の歯肉縁下プラーク中の P. gingivalis および
T. forsythia の割合は，健常者よりも歯周炎者の方が有意に高かったものの，健常者に占める割合も高かっ
た。②P. gingivalis について，臨床状態との関連を検討した結果， P. gingivalis の割合は歯周ポケットが深く
なるにつれて，また出血が見られる場合に，有意に高くなることが判明した。③さらに， 2 年間の追跡調査の
結果，対象者の 55%で 2 年後も P. gingivalis が検出され，その半数でfimA 遺伝子型は変わらない傾向が見ら
れた。④P. gingivalis の fimA 遺伝子型は，歯周炎者では 11 型と Ib 型で全体の 80%を占めていたのに対し，健
常者では， 1 型， 11 型， 111 型， IV 型がそれぞれ 20"'-' 30%を占め，多様性が見られた。また，同一対象者の歯
周炎部位，健全部位からは同じ fimA 遺伝子型の P. gingivali・s が検出されたが，歯周炎部位の方が P. gingivaJis 
の全細菌叢に占める割合が有意に高かった。
本研究から，高齢者においては歯周炎者のみならず健常者からも ， P. gingivalis と主 forsythia が高い割合で
検出され，高齢者は P. gingivalis や T. forsythia が口腔に常在している可能性が考えられた。また，歯肉縁下
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における P. gingivalis の割合や fìmA 遺伝子型の違いが歯周炎の病態に関与していることが示唆された。
審査結果要 1;::. 日
歯周炎の発症頻度は加齢と共に高まるが，高齢者の歯肉縁下プラークバイオフィルム微生物叢の構成につい
ては不明な点が多い。既に公表した安彦友希氏の修土論文において，高齢者以外の成人の歯肉縁下プラークバ
イオフィルム微生物叢では， Porphyromonas gingivalis, TannereJ1a forsythia ， およびEubacterium saphenum の
構成割合と歯周炎の病態が相関することが報告されている。そこで本研究では，高齢者の歯肉縁下プラークに
おけるそれら 3 菌種の定量解析を行い，微生物細菌叢の特徴を検討することを試みた。加えて， 2 年間の追跡
調査を行い，高齢者の歯肉縁下において代表的歯周炎関連菌である P. gingivalis が継続的に検出されるかを検
討し，さらに， P. gingivali・s については，その歯周病原性との関連が指摘されている線毛の fìmA 遺伝子型を同
定し，歯周炎との関連について考察している。
その結果，以下のことを明らかにした。すなわち，①高齢者の歯肉縁下プラーク中の P. gingivalis およ
び T. forsythia の割合は，健常者よりも歯周炎者の方が有意に高かったものの，健常者の歯肉縁下でも一定の
割合を占めていた。②P. gingivalis と臨床状態の関連を検討した結果， P. gingivalis の割合は歯周ポケットが
深くなるにつれて，また出血が見られる場合に，有意に高かった。③さらに， 2 年間の追跡調査の結果，対象
者の 55%で 2 年後も P. gingivalis が検出され，その半数でfìmA 遺伝子型は変わらなかった。④P. gingivalis 
の fìmA 遺伝子型は，歯周炎者では 11 型と Ib 型で全体の 80%を占めていたのに対し，健常者では， 1 型， 11 型，
皿型， IV 型がそれぞれ 20'" 30%を占め，多様性が見られた。また，同一口腔内の歯周炎部位，健全部位か
らは同じ fìmA 遺伝子型の P. gingivalis が検出されたが，歯周炎部位の方が P. gingivalis の全細菌叢に占める
割合が有意に高かった。
本研究から，高齢者においては歯周炎者のみならず健常者からも ， P. gingivaJis と T. forsythia が高い割合で
検出されることが明らかにされた。また，高齢者の口腔には P. gingivalis や T. foysyt曲が常在していること，
さらに，歯肉縁下における P. gingivalis の割合や伽A 遺伝子型の違いが歯周炎の病態に関与していることが
示唆されている。これらは，高齢者の歯肉縁下プラーク細菌叢の特徴，ならびに高齢者における歯周炎の病態
と歯肉縁下プラーク細菌叢の関連についての新知見であり，今後，高齢者の歯周炎の理解と予防に資するもの
と考えられる。以上のことから，本論文は，博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断する。
-10 一
